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このわかりやすい計画版
けいかくばん

は、「第
だい

4期
き

多摩市
た ま し

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

」を、ちてき

しょうがいのある人
ひと

にもわかるようにつくったものです。 

しょうがいのある人
ひと

やしえんをする人
ひと

にきょうりょくしてもらい、わ

かりやすさをだいじにしてつくっています。 

また、この計画
けいかく

は、多摩市
た ま し

のしょうがいのある人
ひと

や、しょうがいしゃ

団体
だんたい

のだいひょう、大学
だいがく

の先生
せんせい

や、おいしゃさん、しせつや作業所
さぎょうじょ

のし

ょくいんなどが、あつまって話
はな

しあいながらつくりました。 

計画
けいかく

のくわしいことやわからない点
てん

については、市役所
しやくしょ

のしょうがい

ふくしかに、きいてください。 

 

∞ 表紙
ひょうし

のイラスト
い ら す と

について ∞ 

   表紙
ひょうし

のイラスト
い ら す と

は、「自立
じ り つ

ステーション
す て ー し ょ ん

つばさ」の折笠
おりかさ

富子
と み こ

さんの作品
さくひん

です。 
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について 
 

１ 計画
けいかく

のもくてき 

２ 計画
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のいちづけときかん 

３ この計画
けいかく

でサービス
さ ー び す

をうけられる人
ひと

 

４ この計画
けいかく

ができるまでのこと 

５ 「しょうがいしゃそうごうしえんほう」について 

６ そのほか「かんけいするほうりつ」について 

 

 

だい２しょう 国
くに

のかんがえ方
かた

と、多摩市
た ま し

のもくひょう 

 

１ みんながサービス
さ ー び す

をうけられるようにするためのこと 

２ みんながサービス
さ ー び す

をうけられるようにするためのかんがえ方
かた

 

３ 多摩市
た ま し

のもくひょう 

 

 

だい３しょう サービス
さ ー び す

をどのくらいふやすかについて 

 

１ サービス
さ ー び す

のけいさんのしかた 

２ サービス
さ ー び す

をふやすほうほう 

１.しょうがいのある人
ひと

の家
いえ

に行
い

ってするサービス
さ ー び す

 

２.ひるまのいろいろなかつどうをささえるサービス
さ ー び す

 

 ３.グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

としせつ  

４.いろいろなそうだんについてのサービス
さ ー び す

 

５.しょうがいのある子
こ

どもを助
たす

けるためのサービス
さ ー び す

 

 



だい４しょう みんなでささえるサービス
さ ー び す

 
 

１.ちいきでの生活
せいかつ

を助
たす

けるためのサービス
さ ー び す

 

２.そのほかのいろいろなサービス
さ ー び す

 

 

だい５しょう 計画
けいかく

のすすめかた 
 

１ 多摩市
た ま し

のとりくみかた 

２ 計画
けいかく

がちゃんとすすんでいるかをたしかめる 

３ ちいきといっしょになったとりくみ 

４ せいどがかわっていくので、それにあわせた多摩市
た ま し

のじゅんび 

５ 国
くに

や東京都
とうきょうと

にやってほしいこと 

 

 

しりょうへん 
 

 １ 多摩市
た ま し

にすんでいる人の、にんずうのへんか 

 ２ しょうがいしゃてちょうをもっている人
ひと

のかず 

 ３ しょうがいしゃにかんけいする、お金
かね

のへんか 

 ４ 多摩市
た ま し

がもっているお金
かね

が、これからどうなっていくか 

 ５ 計画
けいかく

ができるまでの話
はな

しあい 

 ６ しみんいいんかいをつくるときのきまり 

 ７ しみんいいんのなまえ 

 ８ ぶかいのなまえ 

 ９ 市役所
しやくしょ

のいいんかいをつくるときのきまり 

 １０ 計画
けいかく

をつくるときにもらったいけん 

 １１ 「しょうがいしゃ生活
せいかつ

じったいちょうさ」について 

 １２ いろんなことばのいみ 
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第
だい

1 章
しょう

 この計画
けいかく

について 
 

１ 計画
けいかく

のもくてき 

この計画
けいかく

は、しょうがいのある人
ひと

のくらしをよりよくしていくために、ど

のくらいふくし
   

のサービス
さ ー び す

をふやすか、ということをきめた計画
けいかく

です。こ

の計画
けいかく

をすすめることで、しょうがいのある人
ひと

が、ちいきで自分
じ ぶ ん

らしく、あ

たりまえにくらし、ちいきの人
ひと

たちといっしょに生
い

きるしゃかいをつくって

いきます。 

 

 

２ 計画
けいかく

のいちづけときかん 

（１） この計画
けいかく

のいちづけ 

ア 「しょうがいしゃそうごうしえんほう」では、それぞれのちいきで、

この計画
けいかく

をかならずつくらないといけないと、きめています。 

 

イ 多摩市
た ま し

には、たくさんの計画
けいかく

があります。 

 

○多摩市
た ま し

そうごう計画
けいかく

 

  多摩市
た ま し

にすんでいる人
ひと

みんなが、あかるく、あんしんして、いきいきと

くらせるまちになるようめざしてきめた、多摩市
た ま し

のまちづくりぜんたい

についての計画
けいかく

。 

  

○ちいきふくし計画
けいかく

 

  「多摩市
た ま し

そうごう計画
けいかく

」のなかで、しょうがいのある人
ひと

、おとしより、

子
こ

どもたちなど、すべての人
ひと

がいきいきと安心
あんしん

してくらせるまちづくり

を進
すす

めるための計画
けいかく

。 
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多摩市
た ま し

そうごう計画
けいかく

 

（多摩市
た ま し

ぜんぶの計画
けいかく

） 

ちいきふくし計画
けいかく

 

（ふくしぜんぶの計画
けいかく

） 

○しょうがいしゃきほん計画
けいかく

 

「ちいきふくし計画
けいかく

」のなかで、しょうがいのある人
ひと

のことについてき

めた計画
けいかく

。しょうがいのある人
ひと

が、ちいきで自分
じ ぶ ん

らしく、あたりまえに

くらし、ちいきの人
ひと

たちといっしょに生
い

きていけるようなまちをめざす

ための計画
けいかく

。 

  

○しょうがいふくし計画
けいかく

 

「しょうがいしゃきほん計画
けいかく

」から、ぐたいてきにどのくらい、ふくし

のサービス
さ ー び す

をふやすかということを、すうじをだしてきめた計画
けいかく

。こん

かいきまった計画
けいかく

は、この計画
けいかく

のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しょうがいしゃきほん計画
けいかく

 

（しょうがいしゃについての計画
けいかく

） 

しょうがいふくし計画 

（どれだけサービス
さ ー び す

をふやせるかの計画
けいかく

） 
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（２） この計画
けいかく

のきかん 

この計画
けいかく

は、平成
へいせい

27年
ねん

4月
がつ

から、平成
へいせい

３０年
ねん

3月
がつ

までの、3年間
ねんかん

の計画
けいかく

で

す。 

 

 

３ この計画
けいかく

でサービス
さ ー び す

をうけられる人
ひと

 
 

多摩市
た ま し

にすんでいる人
ひと

のなかで、 

〇 からだにしょうがいのある人
ひと

 

〇 ちてきにしょうがいのある人
ひと

 

〇 せいしんにしょうがいのある人
ひと

 

〇 はったつしょうがいの人
ひと

 

〇 こうじのうきのうしょうがいの人
ひと

 

〇 なんびょうの人
ひと

 

〇 しょうがいがあって、まいにちの生活
せいかつ

や、ちいきで生
い

きていくこと 

がたいへんで、困
こま

っている人
ひと

など 

 

 

４ この計画
けいかく

ができるまでのこと 

平成
へいせい

25年
ねん

12月
がつ

に、「多摩市
た ま し

しょうがいしゃ生活
せいかつ

じったいちょうさ」をし

ました。 

これは、多摩市
た ま し

でくらしている、しょうがいのある人
ひと

たちが、どのような

生活
せいかつ

をしているか、どれだけのふくしサービス
さ ー び す

をつかっているか、なにに困
こま

っているかなど、しらべたものです。しらべたことを、計画
けいかく

づくりに、やく

だてました。 

この計画
けいかく

をつくるために、多摩市
た ま し

のしょうがいのある人
ひと

たちや、かいごし

ゃ、大学
だいがく

のせんせい、おいしゃさん、しせつのしょくいんなどがあつまり、

「多摩市
た ま し

しょうがいふくし計画
けいかく

さくていしみんいいんかい」をつくりました。 

このいいんかいで、みんなのかんがえたことをまとめて、計画
けいかく

の案
あん

をつく
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りました。 

また、よりおおく、みんなのかんがえをあつめるため「多摩市
た ま し

しょうがい

ふくし計画
けいかく

さくていぶかい」をつくりました。 

このぶかいでは、しょうがいのある人
ひと

たちや、かいごしゃ、病院
びょういん

やしせ

つのしょくいんなど、おおくの人
ひと

たちがあつまりました。 

自分
じ ぶ ん

のことや、しょうがいのある人
ひと

が、今
いま

どのような生活
せいかつ

をしているか、

なにに困
こま

っているかなど、みんなで話
はな

しあい、これからどうしたらいいかを

かんがえました。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（しょうがいしゃ、かいごしゃ、大学
だいがく

の先生
せんせい

、 

おいしゃさん、しせつのしょくいんなどのだいひょう） 

 
ぶかいからの、話

はなし

をききながら、 

この計画
けいかく

の、あんをつくりました 
  

 

 

 

（しょうがいしゃ、かいごしゃ、しせつのしょくいん 

など、おおくの人
ひと

たち） 

 いまどのようなせいかつをしているか、なににこまってい

るか、どうしたらいいかなど、話
はな

しあいました。 

 

みんなの話
はなし

や 

かんがえをききまし

た。 

ぶかいのみんなで、

かんがえたことを、

つたえました。 

 

いいんかい 

ぶかい 
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５ 「しょうがいしゃそうごうしえんほう」について 

 平成
へいせい

24年
ねん

6月
がつ

に、あたらしく「しょうがいしゃそうごうしえんほう」が

できました。「しょうがいしゃそうごうしえんほう」では、つぎのようなこ

とがきめられています。 

  

（１）このほうりつでサービス
さ ー び す

をうけられる人
ひと

がふえた 

あたらしく、なんびょうの人
ひと

も、サービス
さ ー び す

をうけられるようになりまし

た。 

しょうがいしゃてちょうをもっていなくても、なんびょうの人
ひと

やはったつ

しょうがいの人
ひと

も、ひつようなふくしサービス
さ ー び す

を、うけることができるよ

うになりました。 

 

（２） 「しょうがいしえんくぶん」にあたらしくかわった 

これまでの「ていど」くぶんから「しえん」くぶんにかわりました。 

「ていど」とは、「しょうがいのおもさ」 

 「しえん」とは、「ひつような助
たす

け」 

「くぶん」とは、「わける」 

  といういみです。 

 

（３）しょうがいのある人
ひと

へのしえんについて 

①「じゅうどほうもんかいご」というサービス
さ ー び す

を、しんたいしょうがいし

ゃだけでなく、ちてきやせいしんにおもいしょうがいがある人
ひと

も、つか

えるようになりました。 

  

②これまでグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

とケアホーム
け あ ほ ー む

にわかれていたものが、

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

（共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

）にまとめられました。 

  

③ちいきで生活
せいかつ

するための助
たす

けがひろがりました。 
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④しょうがいのある人
ひと

について、もっとしってもらうこと、かいわを助
たす

け

る人
ひと

などをふやすこと、ちいきでの生活
せいかつ

の手助
て だ す

けにかんけいするとりく

みがふえました。 

  

（４）サービス
さ ー び す

をしっかりすすめていくために 

①計画
けいかく

をきめて、みんながサービス
さ ー び す

をうけられるようにしていきます。 

  

②この計画
けいかく

ができたあとも、ちゃんと計画
けいかく

どおりすすめているかしらべた

り、もんだいがあったら話
はな

しあって、なおしていきます。 

  

③多摩市
た ま し

は、この計画
けいかく

をつくるまえに、しょうがいのある人
ひと

たちの困
こま

って

いること、ひつようとしていることなどを、できるだけしらべなければ

いけません。 

  

④「じりつしえんきょうぎかい」のなまえは、それぞれのちいきできめま

す。この話
はな

しあいには、しょうがいのある人
ひと

やそのかぞくもさんかしま

す。 



7 

 

 ６ そのほか「かんけいするほうりつ」について 

 （１）しょうがいしゃけんりじょうやく 

しょうがいのある人
ひと

をさべつしないように、しょうがいのある人
ひと

のけんり

とじゆうを守
まも

ることをやくそくする「しょうがいしゃけんりじょうやく」が

できました。これは世界
せ か い

のしょうがいをもつなかまのいけんをきいてつくら

れたものです。わたしたちのすむ日本
に ほ ん

も、平成
へいせい

26年
ねん

1月
がつ

に、この「じょう

やく」を守
まも

ることをきめました。 

これからしょうがいのある人
ひと

が、自分
じ ぶ ん

のおもっていることをつたえたり、

自分
じ ぶ ん

のすきなところにすんだり、せんきょをしたり、きちんときょういくを

うけたり、自分
じ ぶ ん

でやりたい仕事
し ご と

ができるといった、いろいろなけんりが守
まも

ら

れるようになりました。 

 

（２）「しょうがいしゃきほんほう」のへんこう 

平成
へいせい

23年
ねん

8月
がつ

に「しょうがいしゃきほんほう」というほうりつが、かわ

りました。しょうがいのある人
ひと

が困
こま

るのは、しょうがいのある人
ひと

のせいでは

ありません。しゃかいには、たくさんのバリア
ば り あ

があるからです。しょうがい

のある人
ひと

が困
こま

らないように、せいどやたてものなどをかえていくことがひつ

ようだというかんがえ方
かた

が、国
くに

のきまりになりました。 

しょうがいのある人
ひと

も、しょうがいのない人
ひと

とおなじように、自分
じ ぶ ん

のきも

ちをつたえたり、社会
しゃかい

にさんかできるように、いろいろな手助
て だ す

けをすること

を「ごうりてきはいりょ」といいます。「ごうりてきはいりょ」をしないこ

とは、さべつになります。市役所
し や く し ょ

の人
ひと

たちは、さべつをしないように、しょ

うがいのある人
ひと

のいけんをきいて、ひつような手助
て だ す

けをしなければなりませ

ん。 
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（３）「しょうがいしゃさべつかいしょうほう」できまったこと 

あたらしくなった「しょうがいしゃきほんほう」だい４じょうの「さべつ

のきんし」のかんがえ方
かた

をぐたいてきにしました。しょうがいをりゆうとす

るさべつをしないことを、もくてきとしています。平成
へいせい

25年
ねん

６月
がつ

に「しょ

うがいしゃさべつかいしょうほう」という、しょうがいをりゆうにしたさべ

つをしないことをすすめるほうりつができまりました（平成
へいせい

２８年
ねん

４月
がつ

には

じまるよていです）。 

 

（４）しょうがいしゃがぎゃくたいされないためのほうりつが、

はじまりました 

しょうがいしゃがさべつされないために、また、おややしせつのしょくい

んなどが、ぎゃくたいしないようにするほうりつが、平成
へいせい

24年
ねん

10月
がつ

にはじ

まりました。 

 

（５）しょうがいしゃがかかわっている会社
かいしゃ

や作業所
さぎょうしょ

などでつ

くったものを、かってもらうためのほうりつ 

平成
へいせい

２５年
ねん

４月
がつ

に、しょうがいしゃのいる会社
かいしゃ

や、作業所
さぎょうじょ

などでつくった

ものを、国
くに

や、市
し

役所
やくしょ

でかってもらったり、会社
かいしゃ

や作業所
さぎょうじょ

に仕事
し ご と

をたのんで

もらうようにしました。「しょうがいしゃゆうせんちょうたつすいしんほう」

という国
くに

のきまり（ほうりつ）がはじまりました。 

 

（６）しょうがいしゃがもっとはたらきやすくするきまりがで

きました 

平成
へいせい

28年
ねん

４月
がつ

から、しょうがいしゃがさべつされずに、はたらきやすい

しょくばにするきまりができました。平成
へいせい

30年
ねん

４月
がつ

から、せいしんしょう

がいしゃもはたらきやすくなるようにきまりができました。 
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〔ごうりてきはいりょ〕とは？ 
しょうがいしゃが、せいかつしやすいように、しゃかいのいろいろな 

さべつやバリア
ば り あ

を、とりのぞくことです。 

たとえば・・・ 

○かいだんしかないたてものに、スロープ
す ろ ー ぷ

やエレベーター
え れ べ ー た ー

をつける。 

○耳
みみ

がきこえない人
ひと

に、字
じ

をかいてつたえる。 

○目
め

がみえない人
ひと

には、字
じ

をよんでつたえる。 

○うまくりかいすることがむずかしい人
ひと

には、図
ず

をかいてせつめいする。 

〔しゃかいてきしょうへき〕とは？ 

しょうがいしゃがいきていくうえで、バリア
ば り あ

になるもののことです。 

  たとえば・・・ 

○しょうがいしゃが、はいりにくいたてもの 

○しょうがいしゃにとって、つかいにくいせいどやしくみ 

○しょうがいしゃのことをかんがえないでつくられた、しゃかいのかんがえ方
かた

 

やルール
る ー る

 

○しょうがいしゃのことをしらないのに、かってにきめつける、さべつてきな 

かんがえ方
かた

（かわいそう、こわい、  

たいへんなど） 

 

＊くるまいすの人
ひと

が、おみせに 

はいろうとしたらことわられた ! 

＊じしんのときに、おしらせが 

こえやおとだけなので、耳
みみ

が 

きこえない人
ひと

にはわからなかった ! 

＊アパート
あ ぱ ー と

をかりにふどう

さんやにいったら、 

しょうがいしゃだから

と、ことわられた ! 
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第
だい

２章
しょう

 国
くに

のかんがえ方
かた

と、多摩市
た ま し

のもくひょう 
 

この計画
けいかく

は、国
くに

のかんがえ方
かた

にあわせて、つくりました。 

また、これからかく 3 つのことにちゅういして、多摩市
た ま し

のしょうがいふ

くし計画
けいかく

をつくりました。 

 

1 みんながサービス
さ ー び す

をうけられるようにするためのこと  
 

（1）しょうがいのある人
ひと

が、自分
じぶん

でえらんで、きめられること 

しょうがいのある人
ひと

が、ちいきで生活
せいかつ

していくために、ひつような

サービス
さ ー び す

をつかいやすくするように、すすめていきます。 

 

（2）しょうがいのしゅるいにかんけいなく、サービス
さ ー び す

がうけられること  

 多摩市
た ま し

は、どんなしょうがいがあっても、ちいきのなかでサービス
さ ー び す

がう

けられるようにしていきます。 

 

（3）しせつからでて、ちいきのなかで生活
せいかつ

していくこと、ちいきのなか

で生活
せいかつ

をつづけること、はたらくことなどそれぞれにあわせた

サービス
さ ー び す

がうけられるようにすること 

しょうがいしゃが、しせつや病院
びょういん

からちいきへでて生活
せいかつ

できるように、

生活
せいかつ

や、はたらくための手助
て だ す

けなどをしていきます。 

また、しょうがいのある人
ひと

のくらしを、多摩市
た ま し

の人
ひと

たちが、みんなで手助
て だ す

けできるようにしていきます。 
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2 みんながサービス
さ ー び す

をうけられるようにするためのかんがえ方
かた

 
 

 （1）あんしんしてちいきのなかで生活
せいかつ

できるようにすること 

おやもとからはなれて、あんしんして生活
せいかつ

ができるように、ひとりぐらし

について、そうだんしたり、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

がどういうところかを、たいけ

んすることができるようにします。 

困
こま

ったときに、助
たす

けてくれる人
ひと

たちがいる、多摩市
た ま し

をつくっていきます。 

また、しょうがいがおもくなったり、としをとったりして、かいごしてく

れる人
ひと

がいなくなっても、ちいきでこれからもずっと生活
せいかつ

できるようにかん

がえていきます。 

 

（2）しょうがいがあっても、ちいきのなかで、はたらけるばしょをふや

していくこと 

作業所
さぎょうしょ

やしせつではなく、会社
がいしゃ

ではたらけるようにしていきます。また、

作業所
さぎょうしょ

の仕事
し ご と

もふやしていきます。 

 

（3）しょうがいのある子
こ

どもみんながサービス
さ ー び す

をうけられるようにする

ためのかんがえ方
かた

 

しょうがいのある子どもが、多摩市
た ま し

のいろいろなサービス
さ ー び す

をつかって、

ちいきで、ともに生
い

きていける社会
しゃかい

をめざします。 

しょうがいのある子
こ

どもやかぞくのために、助
たす

けてくれる人
ひと

たちといっし

ょに、学校
がっこう

をそつぎょうするまで、つづけて手助
て だ す

けしていけるようにしてい

きます。 

しょうがいのある子
こ

どもがいけるしせつや、はいれるしせつもつくってい

きます。 
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３ 多摩市
た ま し

のもくひょう 

この計画
けいかく

では、平成
へいせい

29年度
ね ん ど

の末
まつ

までにじつげんするよう、国
くに

がさだめて

いる３つのもくひょうがあります。 

 

（１）しせつや病院
びょういん

からでて、ちいきの生活
せいかつ

にうつるしょうがいのある人
ひと

 

 

  （単位
た ん い

：人
にん

） 

しせつにはいっている人
ひと

のにんずう しせつにはいる人
ひと

のにんずうの 

へんか 

しせつや病院
びょういん

を 

でてちいきのせい

かつにうつる人
ひと

の

にんずう 
平成
へいせい

２６年
ねん

3月
がつ

 平成
へいせい

30年
ねん

3月
がつ

 

73人
にん

 77人
にん

 ４人
にん

ふえる  ９人
にん

  

 

（２）ちいきの生活
せいかつ

をささえるばしょ 

  （単位
た ん い

：かしょ） 

  
平成
へいせい

26年度
ね ん ど

 

いまのすうじ 

平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 

もくひょうのすうじ 

○ 地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

拠点
きょてん

の整備
せ い び

（ちいきせいかつを

ささえるばしょをあたらしくつくるかず） 
０かしょ  １かしょ  

 

（３）ふくししせつからでて、そとではたらくしょうがいのある人
ひと

 

  （単位
た ん い

：人
にん

） 

  
平成
へいせい

24年度
ね ん ど

 

いまのすうじ 

平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 

もくひょうのすうじ 

○ 福祉
ふ く し

施設
し せ つ

利用者
りようしゃ

の一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行者
いこうしゃ

の

増加
ぞ う か

（ふくししせつからでて、そとではたらく

しょうがいのある人
ひと

のかず） 

１３人
にん

  ２６人
にん
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 （単位
た ん い

：人
にん

） 

 
平成
へいせい

25年度
ね ん ど

 

いまのすうじ 

平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 

もくひょうのすうじ 

○ 就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業
じぎょう

の利用者
りようしゃ

の増加
ぞ う か

（はたら

くことを助
たす

けるじぎょうのりようしゃのかず） 
２４人

にん

  ３８人
にん

  

  （単位
た ん い

：かしょ） 

 
平成
へいせい

26年度
ね ん ど

 

いまのすうじ 

平成
へいせい

29年度
ね ん ど

 

もくひょうのすうじ 

○ 就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の就労
しゅうろう

移行率
いこうりつ

の増加
ぞ う か

（はたらくことをじょうずに助
たす

けるじぎょうし

ょのかず） 

０かしょ  １かしょ  

総事業所数
そうじぎょうしょすう

（ぜんぶのじぎょうしょすう） ０かしょ  １かしょ  

就労
しゅうろう

移行率
いこうりつ

3割
わり

以上
いじょう

の事業所数
じぎょうしょすう

（そとではたら

く人
ひと

が多
おお

いじぎょうしょのかず） 

０かしょ  １かしょ  

０％ １００％ 
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第
だい

３章
しょう

 サービス
さ ー び す

をどのくらいふやすかについて   

１ サービス
さ ー び す

のけいさんのしかたなど 

サービス
さ ー び す

のけいさんは、今
いま

までのけっかをみて、これからのサービス
さ ー び す

のお

金
かね

をけいさんしていきます（しょうがいがある子
こ

どもがいく学校
がっこう

をそつぎょ

うしたあとの、りようしゃなどもけいさんにいれています）。 

また、「平成
へいせい

25年度
ね ん ど

多摩市
た ま し

しょうがいしゃ生活
せいかつ

じったいちょうさ」（この

さき「平成
へいせい

25年度
ね ん ど

じったいちょうさ」とかく）のけっかをかんがえにいれ

ています。しかし「平成
へいせい

25年度
ね ん ど

じったいちょうさ」では、しょうがいしゃ

てちょうをもっていない人
ひと

は、はいっていません。なおりにくいびょうきに

なっている人
ひと

や、はったつしょうがいの人
ひと

などのこともわかっていません。 

この計画
けいかく

よりも、たくさんサービス
さ ー び す

がひつようになったときは、それにあ

わせて、サービス
さ ー び す

もふやしていこうとおもいます。 

 

２ サービス
さ ー び す

をふやすほうほう 

しょうがいしゃを助
たす

ける人
ひと

が、たりていません。助
たす

ける人
ひと

も、としをとっ

ている人
ひと

がふえています。また、助
たす

ける人
ひと

がはたらきやすくなるようにする

ことも、もんだいとなっています。だから、人
ひと

をさがしたりべんきょうかい

をして、助
たす

ける人
ひと

をふやすほうほうをかんがえたり、わるいところをよくす

るように、はたらきかけていきます。そして、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

や作業所
さぎょうしょ

を助
たす

けたり、かつどうばしょをさがします。 

 

３ だい４き計画
けいかく

のりょう 

かいごをりようしているしょうがいしゃのすうじは、平成
へいせい

２４年度
ね ん ど

、すこ

しのあいだだけ少
すく

なくなりましたが、平成
へいせい

23年度
ね ん ど

のすうじとくらべると、

ふえています（平成
へいせい

２３年
ねん

りようした人
ひと

が 249人
にん

から、平成
へいせい

２６年
ねん

278人
にん

にふえました）。 

 これからも、少
すこ

しずつふえていくことが、つづくとかんがえています。 
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かいごをりようしている時間
じ か ん

のすうじは、じゅうどほうもんかいごなど、

ながい時間
じ か ん

かいごをりようするしょうがいしゃがふえています。 

だい４き計画
けいかく

では、ながい時間
じ か ん

かいごがないとだめな人
ひと

がふえることもか

んがえて、平成
へいせい

２６年
ねん

４月
がつ

から９月
がつ

のあいだの、かいごをりようした時間
じ か ん

を

もとに、どれぐらいかいごがあればいいかをけいさんしました。 

 

平成
へいせい

27年
ねん

4月
がつ

から、3年間
ねんかん

のサービス
さ ー び す

計画
けいかく

 

１．しょうがいのある人
ひと

の家
いえ

にいってするサービス
さ ー び す

 

 平成
へいせい

27年
ねん

 平成
へいせい

28年
ねん

 平成
へいせい

29年
ねん

 

①居宅介護（きょたくかいご） 

①～⑤のサービス
さ ー び す

 

をうけるしょうが

いのある人
ひと

ぜんぶ 

合
あ

わせて 

 

 

288人
にん

 

 

 

月
つき

に 17,840

時間
じ か ん

 

 

①～⑤のサービス
さ ー び す

 

をうけるしょうが

いのある人
ひと

ぜんぶ 

合
あ

わせて 

 

 

296人
にん

 

 

 

月
つき

に 18,416

時間
じ か ん

 

 

①～⑤のサービス
さ ー び す

 

をうけるしょうが

いのある人
ひと

ぜんぶ 

合
あ

わせて 

 

 

304人
にん

 

 

 

月
つき

に 18,992

時間
じ か ん

 

 

家
いえ

の中
なか

で、おふろ、トイレ
と い れ

、しょく

じ、せんたく、かいものなどのかい

ご 

②重度訪問介護（じゅうどほうも

んかいご） 

手
て

や足
あし

など、からだにおもいしょう

がいのある人
ひと

、ちてきにおもいしょ

うがいのある人
ひと

、せいしんしょうが

いのおもい人
ひと

へのかいご 

③同行援護（どうこうえんご） 

目
め

のみえない人
ひと

が、そとにでるとき

に、必要
ひつよう

なかいご 

④行動援護（こうどうえんご） 

ちてきにおもいしょうがいのある

人
ひと

が、そとにでたりかつどうすると

きに、必要
ひつよう

なかいご 

⑤重度障がい者等包括支援 

（じゅうどしょうがいしゃとうほ

うかつしえん） 

しょうがいのおもい人
ひと

が、生活
せいかつ

する

ために必要
ひつよう

なかいごサービス
さ ー び す

をく

みあわせてつかいます 
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第
だい

3期
き

（平成
へいせい

24年度
ね ん ど

から平成
へいせい

26年度
ね ん ど

のできたこと、できなかったこと） 

  
24年度

ね ん ど

 25年度
ね ん ど

 26年度
ね ん ど

 

実績
じっせき

 実績
じっせき

 上半期
かみはんき

実績
じっせき

 

①居宅介護（きょたくかいご） 

289人
にん

 277人
にん

 278人
にん

 
家
いえ

の中
なか

で、おふろ、トイレ
と い れ

、しょくじ、せんたく、か

いものなどのかいご 

②重度訪問介護（じゅうどほうもんかいご） 

手
て

や足
あし

など、からだにおもいしょうがいのある人
ひと

、ち

てきにおもいしょうがいのあるひと、せいしんしょう

がいのおもい人
ひと

へのかいご 

12,252 

時間
じ か ん

/月
つき

 

13,451 

時間
じ か ん

/月
つき

 

16,567 

時間
じ か ん

/月
つき

 

③同行援護（どうこうえんご） 

目
め

のみえない人
ひと

が、そとにでるときに、必要
ひつよう

なかいご 

④行動援護（こうどうえんご） 

ちてきにおもいしょうがいのある人
ひと

が、そとにでたり

かつどうするときに、必要
ひつよう

なかいご 

⑤重度障がい者等包括支援 

（じゅうどしょうがいしゃとうほうかつしえん） 

しょうがいのおもい人
ひと

が、生活
せいかつ

するために必要
ひつよう

なかい

ごサービス
さ ー び す

をくみあわせてつかいます 
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平成
へいせい

27年
ねん

4月
がつ

から、3年間
ねんかん

のサービス
さ ー び す

計画
けいかく

 

２．ひるまのいろいろなかつどうをささえるサービス
さ ー び す

 

 平成
へいせい

27年
ねん

 平成
へいせい

28年
ねん

 平成
へいせい

29年
ねん

 

①生活介護（せいかつかいご） 232人
にん

 

月
つき

に

4,640日
にち

 

242人
にん

 

月
つき

に

4,840日
にち

 

252人
にん

 

月
つき

に

5,040日
にち

 

しせつなどで、しょうがいのおもい人
ひと

が、さまざまな

活動
かつどう

をするときに必要
ひつよう

なかいご 

②自立訓練（機能訓練）[じりつくんれん（きのうく

んれん）] 4人
にん

 

月
つき

に 72日
にち

 

4人
にん

 

月
つき

に 72日
にち

 

4人
にん

 

月
つき

に 72日
にち

 しせつなどで、生活
せいかつ

のために必要
ひつよう

な体
からだ

のくんれんをす

ること。困
こま

ったときにそうだんすること 

③自立訓練（生活訓練）[じりつくんれん（せいかつ

くんれん）] 10人
にん

 

月
つき

に 

150日
にち

 

10人
にん

 

月
つき

に 

150日
にち

 

10人
にん

 

月
つき

に 

150日
にち

 

せいしんしょうがいやちてきしょうがいのある人
ひと

が、

作業所
さぎょうしょ

などで、生活
せいかつ

のために必要
ひつよう

なくんれんをするこ

と。困
こま

ったときにそうだんすること 

④就労移行支援（しゅうろういこうしえん） 45人
にん

 

月
つき

に 

675日
にち

 

51人
にん

 

月
つき

に 

765日
にち

 

56人
にん

 

月
つき

に 

840日
にち

 

働
はたら

きたいとのぞむしょうがいのある人
ひと

に、くんれんを

したり、はたらく所
ところ

をさがすのを助
たす

けること 

⑤就労継続支援（Ａ型）[しゅうろうけいぞくしえん

（えーがた）] 20人
にん

 

月
つき

に 

440日
にち

 

25人
にん

 

月
つき

に 

550日
にち

 

30人
にん

 

月
つき

に 

660日
にち

 

はたらきたいとのぞむしょうがいのある人
ひと

が、助
たす

けを

受
う

けながらはたらくこと。けいやく（はたらきつづけ

るためのやくそくときまり）があります 

⑥就労継続支援（Ｂ型）[しゅうろうけいぞくしえん

（びーがた）] 
401人

にん

 

月
つき

に

6,617日
にち

 

413人
にん

 

月
つき

に

6,815日
にち

 

425人
にん

 

月
つき

に

7,013日
にち

 
はたらきたいとのぞむしょうがいのある人

ひと

が、助
たす

けを

受
う

けながら、はたらくこと 

⑦療養介護（りょうようかいご） 25人
にん

 

月
つき

に 

760日
にち

 

25人
にん

 

月
つき

に 

760日
にち

 

25人
にん

 

月
つき

に 

760日
にち

 

病院
びょういん

にはいっているおもいしょうがいのある人
ひと

が、ま

いにちの生活
せいかつ

のかいごやくんれんを受
う

けること 

⑧短期入所（たんきにゅうしょ） 105人
にん

 

月
つき

に 

420日
にち

 

110人
にん

 

月
つき

に 

440日
にち

 

115人
にん

 

月
つき

に 

460日
にち

 

かいごしている人
ひと

が病気
びょうき

や、用事
よ う じ

でかいごできないと

きに、しせつにみじかいあいだ泊
と

まること 
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第
だい

3期
き

（平成
へいせい

24年度
ね ん ど

から平成
へいせい

26年度
ね ん ど

のできたこと、できなかったこと） 

  
24年度

ね ん ど

 25年度
ね ん ど

 26年度
ね ん ど

 

実績
じっせき

 実績
じっせき

 上半期
かみはんき

実績
じっせき

 

①生活介護（せいかつかいご） 206人
にん

 212人
にん

 211人
にん

 

しせつなどで、しょうがいのおもい人
ひと

が、さまざま

な活動
かつどう

をするときに必要
ひつよう

なかいご 

3,718 

日
にち

/月
つき

 

3,911 

日
にち

/月
つき

 

4,049 

日
にち

/月
つき

 

②自立訓練（機能訓練）[じりつくんれん（きのう

くんれん）] 
2人

にん

 1人
にん

 3人
にん

 

しせつなどで、生活
せいかつ

のために必要
ひつよう

な体
からだ

のくんれん

をすること。困
こま

ったときにそうだんすること。 
8日

にち

/月
つき

 18日
にち

/月
つき

 30日
にち

/月
つき

 

③自立訓練（生活訓練）[じりつくんれん（せいか

つくんれん）] 
13人

にん

 14人
にん

 4人
にん

 

せいしんしょうがいやちてきしょうがいのある人
ひと

が、作業所
さぎょうしょ

などで、生活
せいかつ

のために必要
ひつよう

なくんれんを

すること。困
こま

ったときにそうだんすること。 

161日
にち

/月
つき

 178日
にち

/月
つき

 45日
にち

/月
つき

 

④就労移行支援（しゅうろういこうしえん） 43人
にん

 39人
にん

 34人
にん

 

はたらきたいとのぞむしょうがいのある人
ひと

に、くん

れんをしたり、はたらく所
ところ

をさがすのを助
たす

けるこ

と 

404日
にち

/月
つき

 463日
にち

/月
つき

 489日
にち

/月
つき

 

⑤就労継続支援（Ａ型）[しゅうろうけいぞくしえ

ん（えーがた）] 
1人

にん

 10人
にん

 15人
にん

 

はたらきたいとのぞむしょうがいのある人
ひと

が、助
たす

け

を受
う

けながらはたらくこと。けいやく（はたらきつ

づけるためのやくそくときまり）があります 

22日
にち

/月
つき

 111日
にち

/月
つき

 217日
にち

/月
つき

 

⑥就労継続支援（Ｂ型）[しゅうろうけいぞくしえ

ん（びーがた）] 
377人

にん

 377人
にん

 370人
にん

 

はたらきたいとのぞむしょうがいのある人
ひと

が、助
たす

け

を受
う

けながら、はたらくこと 
4,795日

にち

/月
つき

 5,247日
にち

/月
つき

 5,712日
にち

/月
つき

 

⑦療養介護（りょうようかいご） 23人
にん

 25人
にん

 25人
にん

 

病院
びょういん

にはいっているおもいしょうがいのある人
ひと

が、まいにちの生活
せいかつ

のかいごやくんれんを受
う

けるこ

と 

674日
にち

/月
つき

 746日
にち

/月
つき

 760日
にち

/月
つき

 

⑧短期入所（たんきにゅうしょ） 113人
にん

 104人
にん

 95人
にん

 

かいごしている人
ひと

が病気
びょうき

や、用事
よ う じ

でかいごできない

ときに、しせつにみじかいあいだ泊
と

まること 

303 347 376 

日
にち

/月
つき

 日
にち

/月
つき

 日
にち

/月
つき
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平成
へいせい

27年
ねん

4月
がつ

から、3年間
ねんかん

のサービス
さ ー び す

計画
けいかく

 

３．グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

としせつ 

 平成
へいせい

27年
ねん

 平成
へいせい

28年
ねん

 平成
へいせい

29年
ねん

 

①グループホーム（ぐるーぷほーむ） サービス
さ ー び す

を受
う

け

るしょうがいの

ある人
ひと

ぜんぶ合
あ

わせて 

サービス
さ ー び す

を受
う

け

るしょうがいの

ある人
ひと

ぜんぶ合
あ

わせて 

サービス
さ ー び す

を受
う

け

るしょうがいの

ある人
ひと

ぜんぶ合
あ

わせて  

しょうがいのある人
ひと

たちが、アパート
あ ぱ ー と

や

家
いえ

で、おせわしてくれる人
ひと

に生活
せいかつ

のてつ

だいを受
う

けながら、いっしょにくらすこ

と（お金
かね

のつかい方
かた

や、しょくじのよう

いなど） 

80人
にん

 

月
つき

に 2,432日
にち

 

85人
にん

 

月
つき

に 2,584日
にち

 

90人
にん

 

月
つき

に 2,736日
にち

 

グループホーム施設整備（定員数） 

（ぐるーぷほーむしせつせいびていい

んすう）グループホームにはいれる人
ひと

のかず 

６４人
にん

 ６９人
にん

 ７4人
にん

 

（うち精神
せいしん

16

人
にん

、知的
ち て き

48 人） 

（うち精神
せいしん

16

人
にん

、知的
ち て き

53 人） 

（うち精神
せいしん

16

人
にん

、知的
ち て き

58 人） 

②施設入所支援（しせつにゅうしょしえ

ん） ７７人
にん

 

月
つき

に 2,340日
にち

 

７７人
にん

 

月
つき

に 2,340日
にち

 

７７人
にん

 

月
つき

に 2,340日
にち

 まいにちの生活
せいかつ

のてつだいを受
う

けなが

らしせつでくらすこと 

 

第
だい

3期
き

（平成
へいせい

24年度
ね ん ど

から平成
へいせい

26年度
ね ん ど

のできたこと、できなかったこと） 

  
24年度

ね ん ど

 25年度
ね ん ど

 26年度
ね ん ど

 

実績
じっせき

 実績
じっせき

 上半期
かみはんき

実績
じっせき

 

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

（ 共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

）・

ケアホーム
け あ ほ ー む

（共同
きょうどう

生活
せいかつ

介護
か い ご

） 
61人

にん

 70人
にん

 68人
にん

 

しょうがいのある人
ひと

たちが、アパート
あ ぱ ー と

や家
いえ

で、おせわしてくれる人
ひと

に生活
せいかつ

のてつだい

を受
う

けながら、いっしょにくらすこと（お

金
かね

のつかい方
かた

や、しょくじのよういなど） 

1,477日
にち

/月
つき

 1,681日
にち

/月
つき

 1,687日
にち

/月
つき

 

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

施設
し せ つ

整備
せ い び

（定員数
ていいんすう

） 

54人
にん

 54人
にん

 54人
にん

 

（うち精神
せいしん

16

人
にん

、知的
ち て き

38人） 

（うち精神
せいしん

16

人
にん

、知的
ち て き

38人） 

（うち精神
せいしん

16

人
にん

、知的
ち て き

38人） 

施設入所支援（しせつにゅうしょしえ

ん） 
77人

にん

 77人
にん

 77人
にん

 

まいにちの生活
せいかつ

のてつだいを受
う

けながら

しせつでくらすこと 
2137日

にち

/月
つき

 2,369日
にち

/月
つき

 2,363日
にち

/月
つき
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平成
へいせい

27年
ねん

4月
がつ

から、3年間
ねんかん

のサービス
さ ー び す

計画
けいかく

 

４．いろいろなそうだんについてのサービス
さ ー び す

 

 平成
へいせい

27年
ねん

 平成
へいせい

28年
ねん

 平成
へいせい

29年
ねん

 

①計画相談支援（けいかくそうだんしえん） 

月
つき

に 153人
にん

 月
つき

に 159人
にん

 月
つき

に 165人
にん

 
どれぐらいかいごが必要

ひつよう

か、サービス
さ ー び す

の計画
けいかく

をつ

くること 

②地域移行支援（ちいきいこうしえん） 

３人
にん

 ３人
にん

 ３人
にん

 
しせつや病院

びょういん

をでて、ちいきで生活
せいかつ

するためにそ

うだんすること 

③地域定着支援（ちいきていちゃくしえん） 

３人
にん

 ３人
にん

 ３人
にん

 しせつや病院
びょういん

をでて、ちいきで生活
せいかつ

するため、困
こま

ったときに、そうだんしたり、手助
て だ す

けすること 

 

 

第
だい

3期
き

（平成
へいせい

24年度
ね ん ど

から平成
へいせい

26年度
ね ん ど

のできたこと、できなかったこと） 

  
24年度

ね ん ど

 25年度
ね ん ど

 26年度
ね ん ど

 

実績
じっせき

 実績
じっせき

 上半期
かみはんき

実績
じっせき

 

①計画相談支援（けいかくそうだんしえん） 

0人
にん

/月
つき

 8人
にん

/月
つき

 36人
にん

/月
つき

 
どれぐらいかいごが必要

ひつよう

か、サービス
さ ー び す

の計画
けいかく

をつ

くること 

②地域移行支援（ちいきいこうしえん） 

1人
にん

 0人
にん

 0人
にん

 
しせつや病院

びょういん

をでて、ちいきで生活
せいかつ

するためにそ

うだんすること 

③地域定着支援（ちいきていちゃくしえん） 

0人
にん

 0人
にん

 0人
にん

 しせつや病院
びょういん

をでて、ちいきで生活
せいかつ

するため、困
こま

ったときに、そうだんしたり、手助
て だ す

けすること 
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平成
へいせい

27年
ねん

4月
がつ

から、3年間
ねんかん

のサービス
さ ー び す

計画
けいかく

 

５．しょうがいのある子
こ

どもを助
たす

けるためのサービス
さ ー び す

 

 平成
へいせい

27年
ねん

 平成
へいせい

28年
ねん

 平成
へいせい

29年
ねん

 

①障害児支援利用援助（しょうがいじしえん

りようえんじょ） 

53人
にん

 64人
にん

 74人
にん

 

しょうがいのある子ども
こ   

に、どれぐらいかいご

が必要
ひつよう

か、サービス
さ ー び す

の計画
けいかく

をつくること 

②継続障害児支援利用援助（けいぞくしょう

がいじしえんりようえんじょ） 

サービス
さ ー び す

の計画
けいかく

に、必要
ひつよう

なみなおしをおこなう

こと 

③児童発達支援（じどうはったつしえん） 
79人

にん

 

月
つき

に 790日
にち

 

89人
にん

 

月
つき

に 890日
にち

 

99人
にん

 

月
つき

に 990日
にち

 
学校
がっこう

にはいるまえのしょうがいのある子ども
こ   

の、体
からだ

や心
こころ

のせいちょうを助
たす

けること 

④医療型児童発達支援（いりょうがたじどう

はったつしえん） ５人
にん

 

月
つき

に 25日
にち

 

５人
にん

 

月
つき

に 25日
にち

 

５人
にん

 

月
つき

に 25日
にち

 体
からだ

がふじゆうなしょうがいのある子ども
こ   

のち

りょうや、せいちょうを助
たす

けること 

⑤放課後等デイサービス（ほうかごとうでい

さーびす） 171人
にん

 

月
つき

に2,006日
にち

 

201人
にん

 

月
つき

に2,358日
にち

 

216人
にん

 

月
つき

に2,534日
にち

 学校
がっこう

に通う
かよ  

しょうがいのある子ども
こ   

に、放課後
ほ う か ご

に生活
せいかつ

のくんれんなどをおこなうこと 

⑥保育所等訪問支援（ほいくしょとうほうも

んしえん） 

多摩市
た ま し

では、ほいくしょとうほうもんしえんの

けいかくはありません 

保育所
ほいくしょ

などでしょうがいのある子ども
こ   

の生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な手助
て だ す

けを子ども
こ   

や先生
せんせい

におこなうこ

と 
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第
だい

3期
き

（平成
へいせい

24年度
ね ん ど

から平成
へいせい

26年度
ね ん ど

のできたこと、できなかったこと）

  
24年度

ね ん ど

 25年度
ね ん ど

 26年度
ね ん ど

 

実績
じっせき

 実績
じっせき

 上半期
かみはんき

実績
じっせき

 

児童発達支援（じどうはったつしえん） 
11人

にん

 

月
つき

に 62日
にち

 

59人
にん

 

月
つき

に 550日
にち

 

64人
にん

 

月
つき

に 596日
にち

 
学校
がっこう

にはいるまえのしょうがいのある子ども
こ   

の、体
からだ

や心
こころ

のせいちょうを助
たす

けること 

医療型児童発達支援（いりょうがたじどうは

ったつしえん） ５人
にん

 

月
つき

に 25日
にち

 

０人
にん

 

月
つき

に 0日
にち

 

0人
にん

 

月
つき

に 0日
にち

 体
からだ

がふじゆうなしょうがいのある子ども
こ   

のち

りょうや、せいちょうを助
たす

けること 

放課後等デイサービス（ほうかごとうでいさ

ーびす） 
40人

にん

 103人
にん

 127人
にん

 

学校
がっこう

に通う
かよ  

しょうがいのある子ども
こ   

に、放課後
ほ う か ご

に生活
せいかつ

のくんれんなどをおこなうこと 
203日

にち

/月
つき

 930日
にち

/月
つき

 1,138日
にち

/月
つき

 

保育所等訪問支援（ほいくしょとうほうもん

しえん） 
０人

にん

 0人
にん

 0人
にん

 

保育所
ほいくしょ

などでしょうがいのある子ども
こ   

のせいか

つに必要
ひつよう

な手助
て だ す

けを子ども
こ   

や先生
せんせい

におこなうこ

と 

0日
にち

/月
つき

 0日
にち

/月
つき

 0日
にち

/月
つき
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第
だい

４章
しょう

 みんなでささえるサービス
さ ー び す

 

平成
へいせい

27年
ねん

4月
がつ

から、3年間
ねんかん

のサービス
さ ー び す

計画
けいかく

 

１．ちいきでの生活
せいかつ

を助
たす

けるためのサービス 

 平成
へいせい

27年
ねん

 平成
へいせい

28年
ねん

 平成
へいせい

29年
ねん

 

①理解促進研修・啓発事業（りかいそくしんけんしゅ

う・けいはつじぎょう） 
１かしょ １かしょ １かしょ 

ちいきの人
ひと

にしょうがいしゃのことをりかいしてもらう

ために、しみんにべんきょうかいなどをおこなうとりくみ 

②自発的活動支援事業（じはつてきかつどうしえんじぎょ

う） 
１かしょ １かしょ １かしょ 

しょうがいしゃがちいきでくらせるように、しみんがせっ

きょくてきにおこなっているかつどうを、多摩市
た ま し

が助
たす

ける 

③障害者相談支援事業（しょうがいしゃそうだんしえんじ

ぎょう） 
行
おこな

う所
ところ

 

４かしょ 

（じりつ

しえんき

ょうぎか

い１） 

行
おこな

う所
ところ

 

４かしょ 

（じりつ

しえんき

ょうぎか

い１） 

行
おこな

う所
ところ

 

４かしょ 

（じりつ

しえんき

ょうぎか

い１） 

困
こま

ったときや、あたらしくサービス
さ ー び す

をりようしたいとき

に、そうだんにのるところ。じりつしえんきょうぎかいは、

しみんのだいひょうがあつまって、多摩市
た ま し

のふくしぜんた

いの話
はな

しあいをするところ 

④基幹相談支援センター等機能強化事業（きかんそうだ

んしえんせんたーとうきのうきょうかじぎょう） 
行
おこな

う所
ところ

 

１かしょ 

（市
し

役所
やくしょ

） 

行
おこな

う所
ところ

 

１かしょ 

（市
し

役所
やくしょ

） 

行
おこな

う所
ところ

 

１かしょ 

（市
し

役所
やくしょ

） そうだんを受
う

けてくれるところを、助
たす

けること 

⑤住宅入居等支援事業（じゅうたくにゅうきょとうしえ

んじぎょう） 

０かしょ ０かしょ １かしょ しょうがいしゃが、ちいきで生活
せいかつ

する家
いえ

がみつからないと

き、いっしょに探
さが

したり、おおやさんと話
はな

したりして、助
たす

けること 

⑥成年後見制度利用支援事業（せいねんこうけんせいどり

ようしえんじぎょう） 
行
おこな

う所
ところ

 

１かしょ 

行
おこな

う所
ところ

 

１かしょ 

行
おこな

う所
ところ

 

１かしょ 生活
せいかつ

していくときに、だまされたり、お金
かね

をとられたりし

ないように、しょうがいのある人
ひと

を守
まも

ること 

⑦成年後見制度法人後見支援事業（せいねんこうけんせ

いほうじんこうけんしえんじぎょう） 

０かしょ ０かしょ ０かしょ ふくしだんたいが、お金
かね

のつかい方
かた

やけいやく（やくそく）

がうまくできるよう、しょうがいしゃを手助
て だ す

けすること。

多摩市
た ま し

は「多摩
た ま

南部
な ん ぶ

成年後
せいねんこう

見
けん

センター
せ ん た ー

」でおこなう。 

⑧意思疎通支援事業（いしそつうしえんじぎょう） 

57人
にん

 58人
にん

 59人
にん

 耳
みみ

のきこえない人
ひと

のために、 

手話
し ゅ わ

や筆記
ひ っ き

をつかって、会話
か い わ

を

助
たす

けること 

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

派遣
は け ん

 

要約
ようやく

筆
ひっ

記者
き し ゃ

派遣
は け ん

 ５人
にん

 ６人
にん

 ７人
にん
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第
だい

3期
き

（平成
へいせい

24年度
ね ん ど

から平成
へいせい

26年度
ね ん ど

のできたこと、できなかったこと） 

  

24年度
ねんど

 25年度
ねんど

 26年度
ねんど

 

実績
じっせき

 実績
じっせき

 
上半期
かみはんき

実績
じっせき

 

障害者相談支援事業（しょうがいしゃそうだんしえんじぎょ

う） 
3 かしょ 3 かしょ 3 かしょ 

困
こま

ったときや、あたらしくサービス
さ ー び す

をりようしたいときに、

そうだんにのるところ 

地域自立支援協議会（ちいきじりつしえんきょうぎかい） 

1 かしょ 1 かしょ 1 かしょ 
しみんのだいひょうがあつまって、多摩市

た ま し

のふくしぜんた

いの話
はな

しあいをするところ 

基幹相談支援センター等機能強化事業（きかんそうだんしえ

んせんたーとうきのうきょうかじぎょう） 1 かしょ 1 かしょ 1 かしょ 

そうだんを受
う

けてくれるところを、助
たす

けること 

住宅入居等支援事業（きょたくにゅうしょとうしえんじぎょ

う） 

0 かしょ 0 かしょ 0 かしょ しょうがいしゃが、ちいきで生活
せいかつ

する家
いえ

がみつからないと

き、いっしょに探
さが

したり、おおやさんと話
はな

したりして、助
たす

け

ること 

成年後見制度利用支援事業（せいねんこうけんせいどりよう

しえんじぎょう） 

0人
にん

 0人
にん

 0人
にん

 
生活
せいかつ

していくときに、だまされたり、お金
かね

をとられたりし

ないように、しょうがいのある人
ひと

を守
まも

ること 

コミュニケーション支援（こみゅにけーしょんしえん） 

56人
にん

 51人
にん

 50人
にん

 （手話通訳者派遣） （しゅわつうやくしゃはけん） 

耳
みみ

のきこえないひとの、会話
かいわ

を、手話
しゅわ

で助
たす

ける 

コミュニケーション支援（こみゅにけーしょんしえん） 

5人
にん

 4人
にん

 4人
にん

 
（要約筆記者派遣）（ようやくひっきしゃはけん） 

耳
みみ

がきこえない人
ひと

の会話
かいわ

を、字
じ

でかいて助
たす

ける 
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平成
へいせい

27年
ねん

4月
がつ

から、3年間
ねんかん

のサービス
さ ー び す

計画
けいかく

 

 
平成
へいせい

27年
ねん

 平成
へいせい

28年
ねん

 平成
へいせい

29年
ねん

 

⑨日常生活用具の給付（にちじょうせいかつようぐのきゅうふ） 

しょうがいがあるため、生活
せいかつ

にひつようなものを市
し

役所
やくしょ

がだすこと 

 かいごする時
とき

に使
つか

うリフト
り ふ と

など 20 けん 20 けん 20 けん 

 体
からだ

のしょうがいにあわせた

トイレ
と い れ

など 

28 けん 28 けん 28 けん 

 くすりをのむためにひつような

きかいなど 

32 けん 32 けん 32 けん 

 耳
み み

が き こ え な い 人
ひと

な ど に

ファックス
ふ ぁ っ く す

など 

32 けん 32 けん 32 けん 

 おしっこやうんちがうまく出
だ

せ

ない人
ひと

を助
たす

ける道具
ど う ぐ

 

3,000 けん 3,150 けん 3,300 けん 

 体
からだ

のしょうがいにあわせて家
いえ

の

中
なか

をなおすこと 

８けん ８けん ８けん 

⑩手話奉仕員養成研修事業（しゅわほ

うしいんようせいけんしゅうじぎょ

う） 36回
かい

 36回
かい

 36回
かい

 

手話
し ゅ わ

のべんきょうかい 

⑪移動支援事業（いどうしえんじぎょう） 

ひとりで出
で

かけることがむずかしい人
ひと

のために、出
で

かけるためのてつだいをすること 

 
てつだいをたのめる場所

ば し ょ

 47 かしょ 50 かしょ 53 かしょ 

 
てつだいを受

う

ける人
ひと

の数
かず

  165人
にん

  170人
にん

  175人
にん

 

 
てつだいを受

う

ける時間
じ か ん

 月
つき

に 2,167時間
じ か ん

 月
つき

に 2,232時間
じ か ん

 月
つき

に 2,299時間
じ か ん

 

⑫地域活動支援センター 

（ちいきかつどうしえんせんたー） 
行
おこな

う所
ところ

 

Ⅰ型
いちがた

2 かしょ 

1月
つき

に 100人
にん

 

行
おこな

う所
ところ

 

Ⅰ型
いちがた

2 かしょ 

1月
つき

に 110人
にん

 

行
おこな

う所
ところ

 

Ⅰ型
いちがた

2 かしょ 

1月
つき

に 120人
にん

 

しょうがいのある人
ひと

が、ひるまにそうさ

くかつどう、そうだんなどをおこなうば

しょ 
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第
だい

3期
き

（平成
へいせい

24年度
ね ん ど

から平成
へいせい

26年度
ね ん ど

のできたこと、できなかったこと） 

  

24年度
ね ん ど

 25年度
ね ん ど

 26年度
ね ん ど

 

実績
じっせき

 実績
じっせき

 上半期
かみはんき

実績
じっせき

 

日常生活用具給付等事業（にちじょうせいか

つようぐきゅうふとうじぎょう） 
2,789 けん 2,776 けん 1,438 けん 

しょうがいがあるため、生活
せいかつ

にひつようなものを

市
し

役所
やくしょ

がだすこと 

  かいごする時
とき

に使
つか

うリフト
り ふ と

など 15 けん 11 けん 6 けん 

  体
からだ

のしょうがいにあわせたトイレ
と い れ

など 33 けん 35 けん 10 けん 

  くすりをのむためにひつようなきかいなど 29 けん 29 けん 11 けん 

  耳
みみ

がきこえない人
ひと

などにファックス
ふ ぁ っ く す

など 35 けん 32 けん 8 けん 

  
おしっこやうんちがうまく出

だ

せない人
ひと

を助
たす

ける道具
ど う ぐ

 
2,671 けん 2,659 けん 1,402 けん 

  体
からだ

のしょうがいにあわせて家
いえ

の中
なか

をなおす

こと 
6 けん 10 けん 1 けん 

 

地域活動支援センター

（ちいきかつどうしえ

んセンター） 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

セン
せ ん

タ
た

ー
－

Ⅰ型
いちがた

 

2 かしょ 2 かしょ 2 かしょ 

40人数
にんずう

/日
にち

 37人数
にんずう

/日
にち

 69人数
にんずう

/日
にち

 

しょうがいのある人
ひと

が、

ひるまにそうさくかつど

う、そうだんなどをおこ

なうばしょ 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

セン
せ ん

タ
た

ー
－

Ⅱ型
に が た

 

0 かしょ 0 かしょ 0 かしょ 

0人数
にんずう

/日
にち

 0人数
にんずう

/日
にち

 0人数
にんずう

/日
にち

 

地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

セン
せ ん

ター
た ー

Ⅲ型
さんがた

 

0 かしょ 0 かしょ 0 かしょ 

0人数
にんずう

/日
にち

 0人数
にんずう

/日
にち

 0人数
にんずう

/日
にち

 

移動支援事業（いどうしえんじぎょう） 

ひとりで出
で

かけることがむずかしい人
ひと

のために、出
で

かけるためのてつだいをすること 

 
てつだいをたのめる場所

ば し ょ

 38 かしょ 42 かしょ 45 かしょ 

 
てつだいを受

う

ける人
ひと

の数
かず

 154人
にん

 165人
にん

 144人
にん

 

 
てつだいを受

う

ける時間
じ か ん

 
1,866 

時間
じ か ん

/月
つき

 

2,097.5 

時間
じ か ん

/月
つき

 

2100.5

時間
じ か ん

/月
つき
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平成
へいせい

27年
ねん

4月
がつ

から、3年間
ねんかん

のサービス
さ ー び す

計画
けいかく

 

２．そのほかのいろいろなサービス 

 平成
へいせい

27年
ねん

 平成
へいせい

28年
ねん

 平成
へいせい

29年
ねん

 

① 日中一時支援事業（にっちゅういちじしえんじぎょう） 

しょうがいのある人
ひと

が、昼間
ひ る ま

すごせるところ 

 
すごせる場所

ば し ょ

 14 かしょ 14 かしょ 14 かしょ 

 
りようする人

ひと

のかず  106人
にん

  106人
にん

  106人
にん

 

 
すごす時間

じ か ん

（いちばん多
おお

いとき） 
月
つき

に 

549時間
じ か ん

 

月
つき

に 

549時間
じ か ん

 

月
つき

に 

549時間
じ か ん

 

②社会参加促進事業（しゃかいさんかそくしんじぎょう） 

しょうがいのある人
ひと

の、ちいきでのかつどうを助
たす

けること 

 
スポーツ
す ぽ ー つ

・レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

をする会
かい

  １回
かい

  １回
かい

  １回
かい

 

 
びじゅつてん（絵

え

やしゃしん）など  14回
かい

  14回
かい

  14回
かい

 

 
てんじや声

こえ

でおしらせ  28回
かい

  28回
かい

  28回
かい

 

 しょうがいのある人
ひと

が車
くるま

のめんきょをとるため

の助
たす

け 
 ５人

にん

  ５人
にん

  ５人
にん

 

 
バス
ば す

のかしだし 
1年

ねん

で 

20回
かい

 

1年
ねん

で 

20回
かい

 

1年
ねん

で 

20回
かい

 

 
ふくしセンター

せ ん た ー

へのおくりむかえ（プール
ぷ ー る

など） 
１ヶ月

か げ つ

で 

103人
にん

 

１ヶ月
か げ つ

で 

1１2人
にん

 

１ヶ月
か げ つ

で 

1１８人
にん
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第
だい

3期
き

（平成
へいせい

24年度
ね ん ど

から平成
へいせい

26年度
ね ん ど

のできたこと、できなかったこと） 

 平成
へいせい

24年度
ね ん ど

 

実績
じっせき

 

平成
へいせい

25年度
ね ん ど

 

実績
じっせき

 

平成
へいせい

26年度
ね ん ど

 

実績
じっせき

 

日中一時支援事業（にっちゅういちじしえんじぎょう） 

しょうがいのある人
ひと

が、昼間
ひ る ま

すごせるところ 

 
すごせる場所

ば し ょ

 14 かしょ 14 かしょ 14 かしょ 

 
りようする人

ひと

のかず 111人
にん

 101人
にん

 89人
にん

 

 
すごす時間

じ か ん

（いちばん多
おお

いとき） 月
つき

に 592時間
じ か ん

 月
つき

に 512時間
じ か ん

 月
つき

に 543時間
じ か ん

 

社会参加促進事業（しゃかいさんかそくしんじぎょう） 

しょうがいのある人
ひと

の、ちいきでのかつどうを助
たす

けること 

 スポーツ
す ぽ ー つ

・レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

をする

会
かい

 
0回

かい

 1回
かい

 0回
かい

 

 
びじゅつてん（絵

え

やしゃしん）など 14回
かい

 14回
かい

 5回
かい

 

 
てんじや声

こえ

でおしらせ 29回
かい

 29回
かい

 14回
かい

 

 しょうがいのある人
ひと

が車
くるま

のめんきょ

をとるための助
たす

け 
6人

にん

 1人
にん

 0人
にん

 

 
バス
ば す

のかしだし 489人
にん

／月
つき

 370人
にん

／月
つき

 なくなりました 

 
ふくしセンター

せ ん た ー

へのおくりむかえ

（プール
ぷ ー る

など） 
159人

にん

／月
つき

 105人
にん

／月
つき

 95人
にん

／月
つき
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第
だい

５章
しょう

 計画
けいかく

のすすめ方
かた

 

１ 多摩市
た ま し

のとりくみ方
かた

 

しょうがいのある人
ひと

の生活
せいかつ

にかかわりのある、ふくし、子
こ

そだて、ほけん、

いりょう、きょういく、まちづくり、ぼうさいなどにかかわるしょくいんが、

みんなで協 力
きょうりょく

してこの計画
けいかく

をすすめていきます。 

しょうがいのある人
ひと

、おとしよりなど、多摩市
た ま し

にすむみんなが、ちいきで

あんしんして生活
せいかつ

できるようなしくみをかんがえていきます。 

 

  

２ 計画
けいかく

がちゃんとすすんでいるかをたしかめる 

この計画
けいかく

がちゃんとすすんでいるか、すくなくとも１年
ねん

に１かいはしらべ

たり、なにかもんだいがあったら、話
はな

しあってなおしていきます。 

「しょうがいしゃちいきじりつしえんきょうぎかい」がちゅうしんとなっ

て、多摩市
た ま し

やしょうがいのある人
ひと

たち、じぎょうしょをやっている人
ひと

などが、

あつまり話
はな

しあいをします。 

   

 

３ ちいきといっしょになったとりくみ 

この計画
けいかく

をすすめるためには、ぎょうせいだけでなく、ちいきのいろんな

人
ひと

たちの協 力
きょうりょく

がひつようです。 

そのため、しょうがいのある人
ひと

、かんけいするだんたい、ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の

人
ひと

たち、ふくしサービス
さ ー び す

のじぎょうしょ、ほけん、いりょう、きょういく、

そのほかのかんけいするところや、ちいきの人
ひと

たちの協 力
きょうりょく

とさんかによっ

て、この計画
けいかく

をすすめていきます。 
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４ せいどがかわっていくので、それにあわせた多摩市
た ま し

のじゅんび 

平成
へいせい

２６年
ねん

１月
がつ

から「しょうがいしゃけんりじょうやく」を日本
に ほ ん

も、せか

いの国々
くにぐに

とおなじように、守
まも

ることになりました。 

そのほかにも、いろいろなほうりつや、せいどがあたらしくできたり、か

わってきています。 

平成
へいせい

２８年
ねん

４月
がつ

からは「しょうがいしゃさべつかいしょうほう」がはじま

ります。それにむけて、今
いま

、国
くに

や多摩市
た ま し

は、ぐたいてきになにをどうしたら

いいのかを、かんがえてじゅんびをしています。 

「しょうがいしゃゆうせんちょうたつすいしんほう」は、しょうがいのあ

る人
ひと

の仕事
し ご と

が、もっと多
おお

くなるようにしていきます。はたらきながら、自分
じ ぶ ん

らしい生活
せいかつ

や、ちいきで生
い

きていけるようにめざします。 

  

  

５ 国
くに

や東京都
とうきょうと

にやってほしいこと 

しょうがいのある人
ひと

、といってもみんなそれぞれしょうがいや、ひつよう

なかいごやサービス
さ ー び す

がちがいます。多摩市
た ま し

だけでなく、国
くに

や東京都
とうきょうと

といっし

ょに、この計画
けいかく

をすすめていきます。 

さらによいせいどとなるよう、国
くに

や東京都
とうきょうと

に、話
はなし

をしていきます。 

 多摩市
た ま し

だけでは、お金
かね

がたりないので、国
くに

や東京都
とうきょうと

に、おねがいしていき

ます。 

むずかしいことや困
こま

ったことなども、国
くに

や東京都
とうきょうと

と、話
はなし

をつづけ、しょ

うがいのある人
ひと

のくらしがよりよくなるように、とりくんでいきます。 
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しりょうへん 
 

１ 多摩市
た ま し

にすんでいる人
ひと

の、にんずうのへんか 

平成
へいせい

26年度
ね ん ど

に、多摩市
た ま し

にすんでいる人
ひと

のかずは、145,659人
にん

です。 

むかしにくらべて、おとしよりのかずが、だんだんふえてきています。 

 

 

２ しょうがいしゃてちょうをもっている人
ひと

のかず 

多摩市
た ま し

にすんでいて、しょうがいしゃてちょうをもっている人
ひと

のかずは、

平成
へいせい

26年
ねん

には、しんたいが 4,160人
にん

、ちてきが 911人
にん

、せいしんが 1,154

人
にん

、です。しょうがいしゃてちょうをもっている人
ひと

のかずが、だんだんふえ

ています。とくに、せいしんしょうがいしゃのてちょうをもっている人
ひと

のか

ずが、ふえてきています。 

しんたいは、子
こ

どもが 106人
にん

、おとなが 1,406人
にん

、おとしよりが 2,648

人
にん

です。 

ちてきは、子
こ

どもが 237人
にん

、おとなが 643人
にん

、おとしよりが 31人
にん

です。 

せいしんは、子
こ

どもが 22人
にん

、おとなが 979人
にん

、おとしよりが 153人
にん

で

す。 

せいしんしょうがいがあって、病院
びょういん

にかよっている人
ひと

のかずは、だんだ

んふえています。平成
へいせい

26年度
ね ん ど

は、2,246人
にん

です。 
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しょうがいしえんくぶん（平成
へいせい

26年
ねん

４月
がつ

１日
にち

のとき） 

くぶん  ごうけい 

くぶん１ 

しんたい 2 

12 ちてき 4 

せいしん 6 

くぶん２ 

しんたい 25 

89 ちてき 25 

せいしん 39 

くぶん３ 

しんたい 40 

151 ちてき 67 

せいしん 44 

くぶん４ 

しんたい 19 

100 ちてき 77 

せいしん 4 

くぶん５ 

しんたい 27 

74 ちてき 47 

せいしん 0 

くぶん６ 

しんたい 87 

114 ちてき 27 

せいしん 0 

ごうけい 

しんたい 200 

540 ちてき 247 

せいしん 93 

＊しょうがいしえんくぶんは、しょうがいのある人
ひと

がどのくらい手助
て だ す

けがひつよう 

かによってわけたもの。 くぶん 1～6 まであり、すうじがおおきい人
ひと

がたくさん

手助
て だ す

けがひつよう、ということ。 
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３ しょうがいしゃにかんけいする、お金
かね

のへんか 

多摩市
た ま し

がつかうふくしのお金
かね

（しょうがいしゃふくしひ）と、しょうがい

しゃがサービス
さ ー び す

をつかうときにかかるお金
かね

（サービス
さ ー び す

きゅうふひ）は、だん

だんふえています。 

しょうがいふくしのお金
かね

については、平成
へいせい

21年度
ね ん ど

は 24 おく 7321 まん

8 せんえん、平成
へいせい

２５年度
ね ん ど

は 34 おく 2676 まん 9 せんえんでした。

サービス
さ ー び す

きゅうふのお金
かね

については、平成
へいせい

２１年度
ね ん ど

は 10 おく 2303 まん

6 せんえん、平成
へいせい

２５年度
ね ん ど

は 20 おく 3816 まん 6 せんえんでした。 

 

４ 多摩市
た ま し

がもっているお金
かね

が、これからどうなっていくか 

平成
へいせい

３０年
ねん

までは、はいるお金
かね

もつかうお金
かね

も、ほとんどおなじですが、

５年間
ねんかん

でだいたい４２おくえんのお金
かね

が、たりなくなるとかんがえられます。 

 

５ 計画
けいかく

ができるまでのはなしあい 

（１）しみんいいんかい 

回
かい

 数
すう

 年
ねん

 月
つき

 日
にち

 内
ない

 容
よう

 

第
だい

１回
かい

 
平成
へいせい

26年
ねん

 

９月
がつ

16日
にち

 

（１）スケジュール
す け じ ゅ ー る

 

（２）計画
けいかく

について 

第
だい

２回
かい

 
10月

がつ

14日
にち

 （１）身体
しんたい

ぶかいといけんこうかん 

（２）知的
ち て き

ぶかいといけんこうかん 

第
だい

３回
かい

 
10月

がつ

28日
にち

 （１）精神
せいしん

ぶかいといけんこうかん 

（２）事業
じぎょう

所
しょ

ぶかいといけんこうかん 

第
だい

４回
かい

 
11月

がつ

25日
にち

 （１）計画
けいかく

について 

（２）わかりやすいけいかくばんについて 

第
だい

５回
かい

 
平成
へいせい

27年
ねん

 

１月
がつ

27日
にち

 

（１）計画
けいかく

について 

（２）パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

によせられたいけんについて 
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（２）ぶかい 

年
ねん

 月
つき

 日
にち

 内
ない

 容
よう

 

平成
へいせい

26年
ねん

 

８月
がつ

26日
にち

 

せつめいかい 

（１）計画
けいかく

のないようについて 

（２）スケジュール
す け じ ゅ ー る

について 

（３）いいんかい・ぶかいのないようについて 

（４）それぞれのぶかいからのいいんのえらびかたについて 

  9月
がつ

25日
にち

 （１）身体
しんたい

・知的
ち て き

・精神
せいしん

・事業
じぎょう

所
しょ

4 つにわかれてのいけんあつめ 

平成
へいせい

27年
ねん

 

  1月
がつ

19日
にち

 

（１）計画
けいかく

のせつめい 

（２）パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

によせられたいけんについて 

 
 

（３）パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

 

年
ねん

 月
つき

 日
にち

 内
ない

 容
よう

 

平成
へいせい

26年
ねん

12月
がつ

19日
にち

 

～平成
へいせい

27年
ねん

１月
がつ

９日
にち

 

いけんをだした人
ひと

：６人
にん

 

いけん：13件
けん

 

 
 

（４）さくていいいんかい 

回
かい

 数
すう

 年
ねん

 月
つき

 日
にち

 内
ない

 容
よう

 

第
だい

１回
かい

 
平成
へいせい

26年
ねん

 

7月
がつ

30日
にち

 

（１）計画
けいかく

について 

（２）スケジュール
す け じ ゅ ー る

 

第
だい

２回
かい

 8月
がつ

21日
にち

 （１）計画
けいかく

について 

第
だい

３回
かい

 12月
がつ

11日
にち

 （１）計画
けいかく

について 

第
だい

４回
かい

 
平成
へいせい

27年
ねん

 

  2月
がつ

10日
にち

 

（１）パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

によせられたいけんについて 

（２）計画
けいかく

について  

 

６ しみんいいんかいをつくるときのきまり 

この計画
けいかく

をつくるためのひつようなことをきめるために、しょうがいしゃ

団体
だんたい

のだいひょう、大学
だいがく

の先生
せんせい

、おいしゃさん、しせつや作業所
さぎょうじょ

のしょくい

んなど 19人
にん

のいいんがあつまり、話しあうことやぶかいについてきめまし

た。 
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 かいぎは、だれでもききにくることができます。ききにきたい人
ひと

のため

にひつような、てんじ、しゅわつうやく、ようやくひっきなどをよういしま

す。ききたい人
ひと

は、１しゅうかんまえまでにもうしこんでください。 

 てんじ、しゅわつうやく、ようやくひっきなどがひつような人
ひと

は、３しゅ

うかんまえまでにもうしこんでください。 

７ しみんいいんのなまえ 
№ 氏名

し め い

 所属
しょぞく

 

1 岩橋
いわはし

 誠治
せ い じ

 たこの木
き

クラブ
く ら ぶ

 

2 植草
うえくさ

 久子
ひ さ こ

 東 京
とうきょう

都立
と り つ

多摩
た ま

桜
さくら

の丘
おか

学園
がくえん

 

3 落合
おちあい

 多美子
た み こ

 N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 たすけあいの会
かい

ぽれぽれ 

4 折笠
おりかさ

 富子
と み こ

 自立
じ り つ

ステーション
す て ー し ょ ん

つばさ 

5 勝手
か っ て

 春幸
はるゆき

 障
しょう

がい者
しゃ

相談員
そうだんいん

 

6 北山
きたやま

 文子
ふ み こ

 ワークセンター
わ ー く せ ん た ー

れすと 

7 木村
き む ら

 英子
え い こ

 多摩市
た ま し

在宅
ざいたく

障害者
しょうがいしゃ

の保障
ほしょう

を考
かんが

える会
かい

 

8 齊藤
さいとう

 美三男
み さ お

 社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

 日本
に ほ ん

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

協会
きょうかい

 

9 佐藤
さ と う

 享美
き よ み

 社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

 正夢
まさゆめ

の会
かい

 

10 紫藤
し ど う

 勇市
ゆういち

 社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

 啓光
けいこう

福祉会
ふくしかい

 

11 鈴木
す ず き

 孝男
た か お

 多摩
た ま

中央
ちゅうおう

病院
びょういん

 

12 瀧澤
たきざわ

 威晴
たけはる

 一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

ぱうず 

13 竹内
たけうち

 康二
こ う じ

 明星
めいせい

大学
だいがく

 

14 立山
たてやま

 裕子
ひ ろ こ

 社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

 多摩市
た ま し

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

 

15 對馬
つ し ま

 かな子
こ

 東京都
とうきょうと

南多摩
みなみたま

保健所
ほけんじょ

 

16 中原
なかはら

 さとみ 桜ヶ丘
さくらがおか

記念
き ね ん

病院
びょういん

 

17 濱田
は ま だ

 清吉
せいきち

 N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 多摩市
た ま し

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

協会
きょうかい

 

18 布施
ふ せ

 千鶴子
ち づ こ

 多摩市
た ま し

視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

協会
きょうかい

 

19 山﨑
やまざき

 誠
まこと

 多摩市
た ま し

聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

協会
きょうかい
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８ ぶかいのなまえ 

№ 団体名
だんたいめい

・事業者
じぎょうしゃ

名
めい

 部会名
ぶかいめい

 № 団体名
だんたいめい

・事業者
じぎょうしゃ

名
めい

 部会名
ぶかいめい

 

1 多摩市
た ま し

聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

協会
きょうかい

 身体
しんたい

 23 N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

わこうど 未来樹
みらいじゅ

 精神
せいしん

 

2 多摩市
た ま し

視覚
し か く

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

協会
きょうかい

 身体
しんたい

 24 N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

わこうど 若人
わこうど

塾
じゅく

 精神
せいしん

 

3 
N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 コミュニティーネ
こ み ゅ に て ぃ ー ね

ットワーク
っ と わ ー く

 
身体
しんたい

 

25 N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 瓜生
う り う

福祉会
ふくしかい

 精神
せいしん

 

26 ワークセンター
わ ー く せ ん た ー

れすと 精神
せいしん

 

4 
N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 多摩市
た ま し

聴覚
ちょうかく

障
しょう

が

い者
しゃ

情報
じょうほう

活動
かつどう

センター
せ ん た ー

 
身体
しんたい

 27 N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 多摩
た ま

草
くさ

むらの会
かい

 精神
せいしん

 

5 
N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 多摩市
た ま し

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

協会
きょうかい

 
身体
しんたい

 28 多摩
た ま

中央
ちゅうおう

病院
びょういん

 精神
せいしん

 

6 
多摩市
た ま し

在宅
ざいたく

障害者
しょうがいしゃ

の保障
ほしょう

を考
かんが

える会
かい

 
身体
しんたい

 29 
N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

障害者
しょうがいしゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

 

センター
せ ん た ー

多摩
た ま

 ワークス
わ ー く す

多摩
た ま

 
精神
せいしん

 

7 基準
きじゅん

該当
がいとう

事業所
じぎょうしょ

 つばさ組
ぐみ

 身体
しんたい

 30 サンクラブ
さ ん く ら ぶ

多摩
た ま

 精神
せいしん

 

8 ぐりーんぴーす工房
こうぼう

 知的
ち て き

 31 ほっと・はうすＯＮＥ
わ ん

 事業者
じぎょうしゃ

 

9 N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 くぬぎ 知的
ち て き

 

32 

N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 アビリティクラ
あ び り て ぃ く ら

ブ
ぶ

たすけあい多摩
た ま

たすけあい

ワーカーズ
わ ー か ー ず

つむぎ 

事業者
じぎょうしゃ

 10 N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 工房
こうぼう

マテリアル
ま て り あ る

 知的
ち て き

 

11 N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 あしたや共働
きょうどう

企画
き か く

 知的
ち て き

 

12 
N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

多摩
た ま

ジーピー
じ ー ぴ ー

  

キャンビー
き ゃ ん び ー

 
知的
ち て き

 33 
N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 たすけあいの会
かい

 

ぽれぽれ 
事業者
じぎょうしゃ

 

13 
コラボ
こ ら ぼ

たま ワークセンター
わ ー く せ ん た ー

 

つくし親
おや

の会
かい

 
知的
ち て き

 34 
N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

 ハンディキャブ
は ん で ぃ き ゃ ぶ

 

ゆづり葉
は

 
事業者
じぎょうしゃ

 

14 自立
じ り つ

ステーション
す て ー し ょ ん

つばさ 知的
ち て き

 35 株式
かぶしき

会社
がいしゃ

ライフケアサービス
ら い ふ け あ さ ー び す

 事業者
じぎょうしゃ

 

15 N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

どんぐりパン
ぱ ん

 知的
ち て き

 36 一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

 ぱうず 事業者
じぎょうしゃ

 

16 たこの木
き

クラブ
く ら ぶ

 知的
ち て き

 37 アイム
あ い む

在宅
ざいたく

ケアセンター
け あ せ ん た ー

多摩
た ま

 事業者
じぎょうしゃ

 

17 多摩市
た ま し

手
て

をつなぐ親
おや

の会
かい

 知的
ち て き

 38 啓光
けいこう

相談
そうだん

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 事業者
じぎょうしゃ

 

18 N P O
えぬぴーおー

法人
ほうじん

暉望
き ぼ う

 知的
ち て き
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地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

「のーま」 
事業者
じぎょうしゃ

 
19 啓光

けいこう

えがお 親
おや

の会
かい

 知的
ち て き

 

20 啓光
けいこう

えがお 知的
ち て き

 40 らいふ 事業者
じぎょうしゃ

 

21 啓
けい

光
こう

学園
がくえん

 知的
ち て き

 41 ぴーすふる 事業者
じぎょうしゃ

 

22 ＡＲＯＭＡ
あ ろ ま

 知的
ち て き

 42 なかまの樹
き

 事業者
じぎょうしゃ

 



37 

 

  

９ 市
し

役所
やくしょ

のいいんかいをつくるときのきまり 

この計画
けいかく

をつくるためのひつようなことをきめるために、多摩市
た ま し

役所
やくしょ

のし

ょくいん 11人
にん

のいいんがあつまり、ひつようなことを話
はな

しあいできめまし

た。 

10 計画
けいかく

をつくるときにもらったいけん 

○しょうがいのことを、もっとりかいしてもらうために、ひつようなことはなにか。 

・ 耳
みみ

のきこえない人
ひと

が、話
はなし

がつうじるように、手話
し ゅ わ

ができる人
ひと

がひつようです。今
いま

はいろいろなところにいないので、困
こま

っています。とくに病院
びょういん

やしょうぼうしょ、

ぎんこうや会社
かいしゃ

には、手話
し ゅ わ

ができる人
ひと

がいるようにしてほしいので、市
し

役所
やくしょ

の人
ひと

か

らもきちんといってください。 

・ 学校
がっこう

で、しょうがいしゃのことをわかってもらえるように、おしえてほしい。 

・ 多摩市
た ま し

で、「さべつきんしじょうれい」をつくって、しみんの人
ひと

といっしょにべん

きょうするきっかけをつくってほしい。さべつをなくすためのべんきょうかいを

して、しみんの人
ひと

に、もっとしょうがいしゃのことをしってもらうようにしてほ

しい。それからちいきの人
ひと

も、しょうがいしゃのことをりかいしたり、さんせい

してくれるように、すすめてほしい。 

・ しょうがいしゃのことをもっとしってもらうかつどうをしているところには、市
し

からお金
かね

をだして助
たす

けてほしい。 

・ しょうがいしゃへのさべつをなくすため、しみんの人
ひと

にさべつにきづいてもらう

ことがたいせつです。多摩市
た ま し

として、さべつをなくすことはたいせつで、いそい

でやっていかなければならないことだということを、計画
けいかく

にかいてほしい。 

 

○しょうがいしゃがすむ場所
ば し ょ

について 

・ しょうがいのあるこうれいしゃが、いくばしょがないので、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

やし

せつをふやしてほしい。 

・ グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

をふやすことだけではなくて、すむばしょをどうやってみつける

かということがたいせつです。 

・ U R
ゆーあーる

じゅうたくやとえいじゅうたく、しえいじゅうたくといった、すみやすい家
いえ
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に、はいりやすくしてほしい。 

・ とえいじゅうたくをりようして、１かいはグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

にするなど、しょうが

いしゃがすめるようにする。そのなかにそうだんするところもあれば、あんしん

してすみつづけられるのではないか。 

・ ふつうのアパート
あ ぱ ー と

をかりようとしたときに、ほしょうにんきょうかいにたのもう

とすると、たくさんお金
かね

を、自分
じ ぶ ん

ではらわなくてはならないので、多摩市
た ま し

が、な

にかしえんをしてほしい。 

 

○しょうがいしゃを助
たす

けるサービス
さ ー び す

について 

・ 今
いま

の移動
い ど う

しえんじぎょう（そとにでかけるときのつきそいかいご）は、いっては

いけない、やってはいけないというきまりもおおく、お金
かね

もたくさんかかる。今
いま

は、

小学生
しょうがくせい

は、１月
いっかげつ

に５時間
じ か ん

、中学生
ちゅうがくせい

と高校生
こうこうせい

は、１月
いっかげつ

に１０時間
じ か ん

しか、がいし

ゅつできないというきまりだが、しょうがいのない子
こ

どもにくらべて、すくなす

ぎる。そとにでて、いろいろまなんだり、たのしんだりするために、時間
じ か ん

を、も

っとふやしてほしい。 

・ 目
め

のみえない人
ひと

が、そとにでかけるときの、手助
て だ す

けの時間
じ か ん

が、すくない。いきた

いときにいきたいところにいけるようにしてほしい。 

・ ヘルパー
へ る ぱ ー

は、いそがしくて、とおくまでけんしゅうにいくのがたいへんなので、

ちかい多摩市
た ま し

で、かいごにひつようなけんしゅうができると助
たす

かる。 

・ かいごしている人
ひと

が、ようじがあっていそがしかったりつかれたりしたときに、

すこしのあいだしせつにはいる、たんきにゅうしょというサービス
さ ー び す

があります。

しかし、なつやすみなどは、いっぱいで、りようできないので、ヘルパー
へ る ぱ ー

さんな

ど、ほかのサービス
さ ー び す

をつかって、あんしんしてくらせるようにしてほしい。 

・ 「計画
けいかく

にくらべて、サービス
さ ー び す

があまりつかわれなかった」ばあい、それは、つか

いたかったけれど、つかいにくかったというばあいもある。どうやったらみんな

がつかいやすくなるか、かんがえていくことがひつようです。「このサービス
さ ー び す

は、

あまりつかわれなかったから、計画
けいかく

をへらそう」というのでは、よけいつかいに

くくなってしまいます。 
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○かいごやサービス
さ ー び す

をつかうためのそうだん 

・ これからは、かいごやサービス
さ ー び す

をうけるためには、そのまえに計画
けいかく

をつくらなけ

ればならない。そのことをしょうがいしゃほんにん、そのかぞく、じぎょうしょ

などにきちんとしらせることがひつようである。また計画
けいかく

をつくるじぎょうしょ

と、かいごするじぎょうしょとで、ちゃんとれんらくをとっていないと、じっさ

いとはちがう計画
けいかく

ができてしまう。 

・ かいごやサービス
さ ー び す

の計画
けいかく

をつくるじぎょうしょが、もっとふえてほしい。 

・ せいしんしょうがいしゃのことを、よくしっているじぎょうしょが、計画
けいかく

をたて

るひつようがある。 

・ 計画
けいかく

をつくるじぎょうしょは、お金
かね

がすくなくてたいへんなので、助
たす

けてほしい。

そのことを、多摩市
た ま し

から国
こく

にきちんとつたえてほしい。 

 

○ちいきせいかつしえんじぎょう（ちいきでくらしていくためにひつようなしえん） 

・ 多摩市
た ま し

で、「さべつきんしじょうれい」をつくって、しみんの人
ひと

といっしょにべん

きょうするきっかけをつくってほしい。しみんの人
ひと

に、もっとしょうがいしゃの

ことをしってもらうようにしてほしい。 

・ 「せいねんこうけんせいど」とはどんなせいどか、しらない人
ひと

が多
おお

いので、どん

なことを助
たす

けてくれるのか、お金
かね

はかかるのかなど、くわしいことをみんなにお

しらせするひつようがある。 

・ 「ほうかごデイ
で い

サービス
さ ー び す

（ほうかごすごす場所
ば し ょ

）」とか「にっちゅういちじほご（ひ

るますごせるところ）」などの、しょうがいをもった子
こ

どもがりようできるしえん

がすくなくて、子
こ

どものいくところがない。 

・ 耳
みみ

のきこえない人
ひと

を助
たす

ける、手話
し ゅ わ

つうやくの人
ひと

が、ひつようなときにいつでも助
たす

け

てくれるようにしてほしい。今
いま

はひつような日
ひ

の５日
にち

まえまでにれんらくをしな

ければならなかったり、１月
ひとつき

に２０時間
じ か ん

までしかつかえないので困
こま

っている。 

・ 「じはつてきかつどうしえんじぎょう」というせいどをつかって、じっさいにか

つどうしているだんたいやグループ
ぐ る ー ぷ

に、お金
かね

をえんじょするといいのではないか

（たとえば、じしんなどがあったときに車
くるま

いすの人
ひと

がりようできる大
おお

きなトイレ
と い れ

をおいたり、ちいきにすんでいる人
ひと

が、車
くるま

いすの人
ひと

が困
こま

らないか、だんさなどを

しらべる、まちのバリアチェック
ば り あ ち ぇ っ く

などのかつどう）。 
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○はたらく手助
て だ す

け 

・ はたらく場所
ば し ょ

である会社
かいしゃ

や作業所
さぎょうしょ

は、はたらくしょうがいしゃのかずをふやした

いとおもっても、お金
かね

がたりなくてふやせない。あたらしいほうりつなどもつか

って、きゅうりょうをあげることがひつよう。 

・ 多摩市
た ま し

は、会社
かいしゃ

がすくなく、仕事
し ご と

がすくないので、多摩市
た ま し

がおうえんすることが

ひつようである。 

・ はたらく手助
て だ す

けについては、とくに作業所
さぎょうしょ

のにんずうがふえていないし、はたら

く場所
ば し ょ

もすくない。「しょうがいしゃゆうせんちょうたつすいしんほう」をりよう

して、しょうがいしゃに仕事
し ご と

をまわしたり、はたらける会社
かいしゃ

をふやすことがひつ

ようである。 

 

○ちいきかつどうしえんセンター
せ ん た ー

（しょうがいのある人
ひと

が、ひるまにそうさくてきか

つどうやこうりゅう、そうだんなどをおこなう場所
ば し ょ

） 

・ ちいきかつどうしえんセンター
せ ん た ー

は、ちかくのちいきごとに、すくないにんずうで

あつまれるところがひつようで、それぞれのところでふんいきややることがちが

ってもいい。とくにながやまちくにないので、つくったほうがよい。 

・ ちいきかつどうしえんセンター
せ ん た ー

は、しょうがいしゃについて、おおくの人
ひと

にしっ

てもらえるようなかつどうをふやすことがひつようである。 

・ コミュニティーセンター
こ み ゅ に て ぃ ー せ ん た ー

をしょうがいしゃがりようして、まわりの人
ひと

によくしっ

てもらうこともひつようである。 

 

○ネットワーク
ね っ と わ ー く

・協 力
きょうりょく

について 

・ 市
し

役所
やくしょ

と、しょうがいしゃにかかわるところとの、れんらくやきょうりょくがで

きていない。 

・ サービス
さ ー び す

の計画
けいかく

をつくるところと、しょうがいしゃにかかわっているところとが、

じゅうぶんれんらく・協 力
きょうりょく

ができていないので、そのほうほうをおしえてほし

い。 

・ 国
くに

のせいどやほうりつが、どんどんかわるので、市役所
し や く し ょ

の人
ひと

は、なにがかわるの
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か、サービス
さ ー び す

をするじぎょうしょの人
ひと

をあつめて、せつめいしてほしい。そうす

ればよくわかるし、まちがわなくてすむ。 

○手助
て だ す

けしてくれる人
ひと

をどうふやすか 

・ しょうがいしゃをかいごしてくれる人
ひと

、しえんしてくれる人
ひと

がすくない、すぐや

めてしまう、しえんしてくれるところもすくない。これは、しんたいしょうがい、

ちてきしょうがい、せいしんしょうがい、すべてのしょうがいについていえるこ

とです。多摩市
た ま し

がせっきょくてきに、助
たす

けてほしい。 

・ しえんしてくれる人
ひと

がすくないし、しえんしてくれる人
ひと

や、うんてんしゅがとし

をとってできなくなっていくというもんだいもある。 

・ そとにでるときにてつだってくれる人
ひと

をふやすことと、きちんとてつだいができ

るようになってほしい。 

・ せいしんしょうがいをもつ人
ひと

のことをよくわかってしえんしてくれるところがす

くない。 

・ それぞれのしょうがいにあったヘルパー
へ る ぱ ー

がいないというもんだいがある。 

・ これまでにべんきょうしてしかくをとったヘルパー
へ る ぱ ー

さんで、じっさいに仕事
し ご と

をし

ていない人
ひと

もいるので、多摩市
た ま し

からその人
ひと

たちによびかけて、あつめてほしい。 

 

○ちいきせいかつきょてん（ちいきでくらすしょうがいしゃをささえる場所
ば し ょ

） 

・ いまは、しょうがいをもつ人
ひと

がすむグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

など、たてものをたてるとき

に、ちいきの人
ひと

からはんたいがあったり、とちがたかくてかえない。あたらしく

たてものをつくることはむずかしいとおもう。２４時間
じ か ん

いつでもしえんできる人
ひと

もいないし、そのためのお金
かね

もたりない。 

・ ちいきでくらすしょうがいしゃをささえる場所
ば し ょ

をあたらしくつくることはむずか

しいが、すむところをしえんしたり、そうだんをしたりするなど、いろいろな人
ひと

が

ちからをあわせていくことはできるのではないか。 

・ せいしんしょうがいをもっている人
ひと

が、ひつようになったときすぐに、とまれる

場所
ば し ょ

をふやすことがひつよう。 
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○この計画
けいかく

をつくるときのすすめ方
かた

 

・ まえにつくった計画
けいかく

づくりのときも、こんかいも、じゅうぶん話
はな

しあいがされて

いない。かいすうもすくないが、もっとはやくから話
はな

しあいをはじめるなどのく

ふうがひつようではないかとおもう。 

・ 計画
けいかく

づくりのせつめいかいのまえに、多摩市
た ま し

のおしらせで、「ぶかい」はどんなこ

とをするのか、きちんとわかるようにしてほしい。 

・ これまでどれだけのサービス
さ ー び す

がつかわれたか、つかわれなかったか、そのりゆう

などをかんがえることがひつよう。 

・ 話
はな

しあいの時間
じ か ん

をふやせばいいのか、話
はな

しあいのやりかたをかえたほうがいいの

か。「ぶかい」でだされたいけんをまとめたり、市役所
し や く し ょ

からだされるしりょうを、

まえもってくばるなどくふうすることがひつよう。アイディア
あ い で ぃ あ

をだしていくこと

もひつよう。お金
かね

がかかってむずかしいこともあるだろうが、お金
かね

のこといがい

でもくふうできることがあるとおもう。 
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11 「しょうがいしゃ生活
せいかつ

じったいちょうさ」について 

この計画
けいかく

は、平成
へいせい

２５年
ねん

１２月
がつ

に、しょうがいしゃがどうやって生活
せいかつ

して

いるかをしらべたけっかをみながらつくりました。 

多摩市
た ま し

にすんでいる、しょうがいしゃてちょうをもっている人
ひと

たちに、て

がみをおくってしつもんにこたえてもらいました。だいたい、はんぶんくら

いの人
ひと

たちが、しつもんにこたえてくれました。もっとくわしいことをしり

たい人
ひと

は、市
し

役所
やくしょ

や多摩市
た ま し

のとしょかんでみることができます。ホームペ
ほ ー む ぺ

ー
－

ジ
じ

もあります。 

URL→http://www.city.tama.lg.jp/kenkou/26/000843.html 

 

12 いろんなことばのいみ 

インフォーマルサービス
い ん ふ ぉ ー ま る さ ー び す

 

ほうりつ（国
くに

のきまり）などにかんけいなくやる、いろんな手助
て だ す

けのこと。 

 

グループホ
ぐ る ー ぷ ほ

ー
ー

ム
む

 

おせわする人
ひと

に、生活
せいかつ

にひつようなことをてつだってもらいながら、なんにんか

のしょうがいしゃといっしょにすむ家
いえ

のこと。 

 

けんりようご 

自分
じ ぶ ん

のけんりをうまくつかうことがむずかしいおとしよりや、にんちしょうの人
ひと

、

しょうがいしゃのかわりに、ほかの人
ひと

がその人
ひと

のけんりをつかうのを助
たす

けること。 

 

ケアホーム
け あ ほ ー む

 

そうじ、せんたく、ごはんをつくったりするだけでなく、ごはんをたべるときや

おふろにはいるとき、トイレ
と い れ

のときにもしょくいんにてつだてもらう、すくないに

んずうのしせつのこと。平成
へいせい

２６年
ねん

４月
がつ

から、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

にまとまった。 
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こうじのうきのうしょうがい 

こうつうじこやびょうきで、あたまのなかがきずついて、しょうがいがでること。

たとえば、 

・いろんなことをおぼえられなくなる 

 ・なにかをかんがえるときに、しゅうちゅうできなくなる 

・いままでとちがうことをしてしまう 

 ・うまくことばがしゃべれなくなる 

などのしょうがいがある。 

ごうりてきはいりょ 

しょうがいしゃがせいかつしやすいように、しゃかいのバリア
ば り あ

をとりのぞくこと。

たとえば、 

 ・もじをかいたりよんだりすることで話
はな

しをする 

 ・車
くるま

いすで移動
い ど う

するときに助
たす

ける 

 ・学校
がっこう

や市
し

役所
やくしょ

、病院
びょういん

などを車
くるま

いすの人
ひと

がつかいやすいようにかえる 

 ・その人
ひと

にあわせて、会社
かいしゃ

にいく時間
じ か ん

や、やすむ時間
じ か ん

をきめるなど。 

 

じどうはったつしえんセンター
せ ん た ー

 

しょうがいのある子
こ

どもがかようところ。からだのうごかし方
かた

や、ひとりぐらし

にひつようなことをおそわったり、いろんな人
ひと

といっしょに生活
せいかつ

するためのれんし

ゅうをするところ。 

 

しゃかいてきしょうへき 

しょうがいしゃが生活
せいかつ

するときにバリア
ば り あ

となる、たてものやきまり、人
ひと

のかんが

え方
かた

のこと。 

 

しょうがいしゃきほんほう 

しょうがいのある人
ひと

がひとりぐらしをしたり、しゃかいにでることを助
たす

けるため

につくった、国
くに

のきまりのこと。 
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しょうがいしゃけんりじょうやく 

しょうがいしゃが自分
じ ぶ ん

のことを自分
じ ぶ ん

できめたり、しょうがいしゃもほかの人
ひと

とお

なじようにいきられるためにつくられた、せかいのやくそく。これには、しょうが

いしゃのけんりを守
まも

るためのきまりがかいてある。日本
に ほ ん

は、平成
へいせい

２６年
ねん

１月
がつ

にこの

きまりを守
まも

ることにした。 

 

しょうがいしゃさべつかいしょうほう 

「しょうがいをりゆうとするさべつのかいしょうのすいしんにかんするほうり

つ」をみじかくしたなまえ。しょうがいしゃきほんほうにあわせて、しょうがいが

あるからとさべつされることがないように、国
くに

がつくったきまり。 

 

しょうがいしゃそうごうしえんほう 

平成
へいせい

２５年
ねん

４月
がつ

１日
にち

から、「しょうがいしゃじりつしえんほう」のなまえがかわ

って、「しょうがいしゃのにちじょう生活
せいかつ

およびしゃかい生活
せいかつ

をそうごうてきにし

えんするためのほうりつ（しょうがいしゃそうごうしえんほう）」になった。しょ

うがいしゃのなかに、なんびょうの人
ひと

たちをいれたり、じゅうどほうもんかいごの

せいどをつかえる人
ひと

をふやしたり、ケアホーム
け あ ほ ー む

をグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

にまとめたりした。 

 

じりつしえんきょうぎかい 

しょうがいやふくしにかんけいする人
ひと

たちが、しっていることをおたがいにつた

えて、ちいきにあるもんだいをなくすために話
はな

しあうこと。 

 

せいねんこうけんせいど 

しょうがいがあって、自分
じ ぶ ん

のお金
かね

のかんりやけいやく（やくそく）をするのがむ

ずかしい人
ひと

のために、その人
ひと

のかわりにできないことをやったり、その人
ひと

ができる

ようにてつだうせいど。 

 



46 

 

なんびょう 

「こうせいろうどうしょう」という役所
やくしょ

がきめた、とくべつなびょうきのこと。

びょうきになったりゆうや、なおし方
かた

がわからず、しょうがいがのこるかもしれな

いびょうきのことをいう。平成
へいせい

２５年
ねん

４月
がつ

から、「しょうがいしゃそうごうしえん

ほう」のしょうがいしゃ（しょうがいじ）のなかに、なんびょうの人
ひと

たちもはいっ

て、しょうがいしゃむけのせいどがうけられるようになった。 

 

はったつしょうがい 

まだちいさい子
こ

どものころにでてくる、いろんなしょうがいをまとめたなまえ。

たとえば、 

・「じへいしょうすぺくとらむ」→ほかの人
ひと

とちがうことをしたり、人
ひと

とうまく

しゃべっていっしょにあそぶことがむずかしい 

・「がくしゅうしょうがい」→もじをよんだり、かいたり、人
ひと

の話
はなし

をきいたりす

ることがむずかしい 

・「ちゅういけっかん・たどうせいしょうがい」→まわりがきになってうごきま

わったり、あぶないことにきづくことがむずかしいなどのしょうがいのこと。 

 

ほうじんこうけん 

しょうがいしゃのために、ふくしだんたい（しゃかいふくしほうじん、いっぱん

しゃだんほうじんなど）が、お金
かね

のかんりやけいやくの手助
て だ す

けをすること。 

 

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

 

しょうがいしゃなどがしゃかいせいかつがうまくできるように、からだをうごか

したりいろんなくんれんをすること。 
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